
＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○湧き水（霊水）と棚田オーナーを活かした地域づくり

１．集落協定の概要

市町村･協定名 石川県七尾市 中島町藤瀬
ななおし なかじままちふじのせ

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
9.2ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 0％
192万円 共同取組活動 集落担当者活動経費 5％

100％ 農道・水路整備費 95％（ ）H12～ （ ）
（藤瀬集落及び藤瀬霊水公園管理組合）協定参加者 農業者 38人

２．取組に至る経緯

当集落は、市の北部山間地域に位置し、農業が主体で高齢者が多く、過疎化の著しい

集落であるが、集落の中ほどから山間奥地に湧き出る水が 「病が治る霊水」として知、

れわたることをきっかけに、平成７年度に事業として湧き水を核とした農村公園を整備

するとともに、維持管理を行なう「藤瀬霊水公園管理組合」を組織した。

平成１０年度には、山里の景観維持と農地の有効利用を図るため 「ふるさと農園」、

として整備し、米、あわ、きび、そば、豆類や野菜・果樹などを栽培する生産農園や、

棚田オーナー制度による都市住民と共同で農産物栽培するふれあい農園として、農地の

活用を図っている。

また、生産された農産物は、直営の農産物販売所に即売すると同時に、各地域の農家

の自家野菜や山菜を年間通して販売し、地域高齢者の生きがいと野菜の生産意欲を高め

ており、地域農家の活性化に向けて着実に成果を上げている。

こういった活動が評価され、平成１９年には、全国各地の地域づくりに取り組む団体

を対象に、個性豊かな発想を活かし、魅力あふれる地域づくりを推進して顕著な功績を

納めた団体に表彰される「地域づくり総務大臣表彰」を受賞している。

３．取組の内容

当集落では、中山間地域等直接支払交付金を活用して、棚田オーナー制度の運営や農

産物販売をしていくための農園全体の維持管理整備等に充てており、農産物販売やオー

ナー会員料の収入があるものの、長大な法面が拡がる急傾斜地等の生産条件の厳しい農

地での維持管理を考えると、直接支払交付金は無くてはならないものとなっている。

集落協定においては、認定農業者の育成と棚田オーナー制度による都市住民等との交

流を掲げ、また、将来の営農を考え、先進地視察等を行っている。

棚田オーナー制度の田 棚田オーナーの作業場



［集落の将来像］
集落の大切な農地、自然を守るべく、聚落全体で今後の営農のあるべき姿を全員で考え、農地の集積

化や担い手の育成等を図り、将来の集落営農化に向けた取組を推進する。

［将来像を実現するための活動目標]
○ 認定農業者の育成、及び当該集積対象者への農用地の集積を図る。
○ 棚田オーナー制度を活用し、都市部住民との交流を図る。

［活 動 内 容］
農業生産活動 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田9.2ha 周辺林地の下刈り 認定農業者の育成（ ）
（目標1名、実績1名）

共同取組活動
共同取組活動 共同取組活動

水路、作業道の管理
・水路50m 保健休養機能を活かした都市住

清掃、草刈り 民等との交流
・道路100m 農地法面の定期的な点検 ・棚田オーナー制度の実施

（ ）草刈り （随時） 4.8ha

共同取組活動 共同取組活動 共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

地域資源となる霊水を活用し、棚田オーナー制度での都市住民交流を図りながら、集

落周辺において、担い手が不足し、限界集落となっていることも考え、地域全体の活性

化を目標に活動していきたいと考えている。

［平成21年度までの主な成果]
○ 認定農業者の育成（H20実績1名）
○ 保健休養機能を活かした都市住民等との交流
・棚田オーナー制度の実施（4.8ha、10名）


